
えがお大曲

評　価　結　果　概　要　表

作成日 平成 22 年 1 月 21 日

【評価実施概要】 【外部評価で確認された事業所の特徴】

号

　　　　　　　　　　　　　（電話）

【重点項目への取組状況】

【情報提供票より】 （ 事業所記入）

16 年 4 月 16 日

1 ユニット 人

9 人 （常勤 6 人 非常勤 3 人 常勤換算 7.6 人 ）

（２）建物概要

造り

1 階建ての ～ 1

（３）利用料金等(介護保険自己負担分を除く）

円 円

　□有（ 　円） ☑無

　□有（ 　円）

☑無

朝食 円 昼食 円

夕食 円 おやつ 円

円

（４）利用者の概要

8 名 男性 0 名 女性 8 名

名 名

名 名

名 名

年齢 平均 85.4 歳 最低 79 歳 最高 93 歳

（５）協力医療機関

要介護１

要支援２

要介護４

2

3

0

その他の経費(月額)

保証金の有無

27,000

平成21年11月10日

敷　　　　金

家賃（平均月額）

建物構造

ユニット数

職員数

（１）組織概要

日常生活における地域との連携（関連項目：外部3）

　町内会はまだないが、ゴミ出しや玄関掃除、落ち葉の片付けなどを通じて普段
からあいさつを交わし、近隣の小学生が遊びに来るため、お菓子をあげることを
楽しみにしている。
　また、旧町内会の範囲でネットワークに加えてもらうなど、地域の理解と協力
が深まってきている。

家族の意見、苦情、不安への対応方法・運営への反映（関連項目：外部7，8）

　苦情受付箱を設置しているほか、面会時などに家族の意向を確認しており、入
院時の利用料についての疑問や俳句の会への参加要望などに適切に応えるなど、
意見や要望を実践に生かしている。
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④
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有りの場合
償却の有無
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木造平屋

重
点
項
目
③

　日頃の様子を写真やビデオで報告して事業所の理解に努め、広報の配布対象を
町内会に拡大したり、旧町内会のネットワークに加えてもらうなど、委員の意見
を基に具体的な取り組みにつなげており、防災訓練への地域住民の参加など相乗
効果がみられる。

平成

□有 ／ □無

　職員一人ひとりが日々の振り返りの機会として自己評価に取り組み、管理者が
まとめており、前回評価結果を基に改善計画を作成し、運営推進会議に提起しな
がら改善につなげている。

運営推進会議の主な討議内容及びそれを活かした取り組み（関連項目：外部4，5，6）

階部分

訪問調査日

所在地

秋田県知事指定第 ０５７０８０９７２３

評価機関名

事業所名

事業所番号

法人名

所在地

株式会社
カブシキガイシャ

　えがお

または1日当たり

開設年月日

(入居一時金含む)

食材料費

協力医療機関名

2

1

0

利用者人数

仙北組合総合病院

要介護２

要介護５

要介護３
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今回の自己評価に対する取り組み状況（関連項目：外部4）

０１８７－６６－３０２１

社会福祉法人　秋田県社会福祉協議会

　改善個人情報の取り扱いとして書庫に鍵を設置したり、緊急災害時などに地域
全体で利用者を支える仕組みづくりなど、改善計画に沿って具体的に取り組んで
いる。

平成22年1月21日

秋田市旭北栄町１-５

　「地域と共に」という法人共通の理念を掲げ、地域でその人らしく暮らすことを実
現するため、毎年度の目標を定めて実践に努めている。
　職員は利用者と家族、地域との心の通う交流をめざし、日々の関わりの中で意欲を
引き出しながら些細な意向の把握にも努めており、あえて献立をつくらずその日その
日の状況に応じてメニューを決めるなど、一般家庭と変わらない和やかで落ち着いた
生活を支援している。
　また、職員の資質向上に力を傾注しており、研修計画に基づいた内部研修には中央
講師を招いて研鑽するなど、法人全体として職員のスキルアップとともにサービスの
標準化に努めている。
　事業所は新興住宅地にあり、目立たない看板を掲げて「家」であることを意識し、
旧町内会のネットワークに加入するなど徐々に地域の中に溶け込んできている。

前回評価での主な改善課題とその後の取組、改善状況（関連項目：外部4）

社会福祉法人　秋田県社会福祉協議会1
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取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取り組みを期
待したい項目)

取り組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取り組みを期
待したい項目)

取り組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

Ⅰ．理念に基づく運営

１．理念と共有

○地域密着型サービスとしての理念

　地域の中でその人らしく暮らし続ける
ことを支えていくサービスとして、事業
所独自の理念をつくりあげている

○理念の共有と日々の取り組み

　運営者と管理者と職員は、理念を共有
し、理念の実践に向けて日々取り組んで
いる

○家族や地域への理念の浸透

　事業所は、利用者が地域の中で暮らし
続けることを大切にした理念を、家族や
地域の人々に理解してもらえるよう取り
組んでいる

２．地域との支えあい

○隣近所とのつきあい

　管理者や職員は、隣近所の人と気軽に
声をかけ合ったり、気軽に立ち寄っても
らえるような日常的なつきあいができる
ように努めている

○地域とのつきあい

　事業所は孤立することなく地域の一員
として、自治会、老人会、行事等、地域
活動に参加し、地元の人々と交流するこ
とに努めている

○事業所の力を活かした地域貢献

　利用者への支援を基盤に、事業所や職
員の状況や力に応じて、地域の高齢者等
の暮らしに役立つことがないか話し合
い、取り組んでいる

３．理念を実践するための制度の理解と活用

○評価の意義の理解と活用

　運営者、管理者、職員は、自己評価及
び外部評価を実施する意義を理解し、評
価を活かして具体的な改善に取り組んで
いる

○運営推進会議を活かした取り組み

　運営推進会議では、利用者やサービス
の実際、評価への取り組み状況等につい
て報告や話し合いを行い、そこでの意見
をサービス向上に活かしている

職員の参加が人員の都合上できにくくなってい
る。主に関るのが管理者であるため、実際の生の
声を伝えることが出来ないでいる。準備段階から
の参加や貴重なご意見をその場で聞くことが出来
るように取り組みたい。

　運営推進会議では、日ごろの様子を写真やビデ
オで報告して事業所の理解に努めており、外部評
価結果や改善計画シートを基に意見を求めながら
具体的な取り組みにつなげている。

自己評価・外部評価の実施がサービスの向上につ
ながる事を全職員が理解して取り組むことが出来
るように話し合いたい。今後のより良いサービス
の提供につなげたい。

　職員一人ひとりが日々の振り返りの機会と捉え
て自己評価に取り組み、その結果を管理者がまと
めている。
　また、前回評価結果を受けて改善計画シートを
作成し、職員間で話し合いながら具体的な改善に
つなげている。

地域の方に困ったときの心当たりとして頭の片隅
に覚えていただくことが出来るように少しずつご
近所の方から広めていくことが出来るように努め
たい。ご近所の方との会話の中で他事業所の業務
についてのご質問があることもあったので、日常
的な会話でもきっかけになることもあることを意
識していく。

ご協力いただいているご近所さんを通して、町内
の方へのあいさつや防災の協力のお願いをしてい
く予定にある。隣近所の方たちとも話を聞いてい
ただけるように努めて行きたい。

　新興住宅地のため町内会はまだないが、ゴミ出
しや事業所周辺の掃除などを通じて日ごろからあ
いさつを交わし、近隣の小学生が遊びに来ること
もある。
　また、近隣の老人保健施設の行事を通じて交流
しているほか、旧町内会のネットワークに加えて
もらうなど地域の理解が深まってきている。

○

　新興住宅地のため日中留守の世帯が多いが、土
日や祝日に交流できる機会をつくるなど、現在の
環境から地域との交流につながる取り組みを工夫
してほしい。

　玄関や廊下、ホールに理念を掲示し、日々の中
で目にすることで職員の意識化を図っている。
　また、運営者と管理者による毎週の会議や、管
理者による会議報告やカンファレンス等で理念の
共有に努めている。

○

　管理者が交代したこともあり、理念の浸透に時
間を要すると認識していることから、管理者を中
心に全職員が理念を共有するための取り組みを期
待したい。

日中不在のお宅も多く日常的に気軽な立ち寄りが
出来るかは定かではないが、ご協力いただいてい
るご近所さんの力をお借りして、お付き合いの出
来るお宅を増やして行きたい。

継続的に取り組んでいく必要がある。「地域公開
講座」などを予定しているので機会あるごとに努
めて行きたい。

外部評価

1 1

『地域と共に』の理念の下に、その人らしく生活
をしていただけるようにご本人の希望を伺いなが
ら、住み慣れた地域で安心した生活が送れるよう
に努めている。

法人全体の理念なので常に意識できるようにした
い。

　「地域と共に」という理念を掲げ、地域でその
人らしく暮らすことを大切にし、理念に基づいて
毎年度の目標も定めて実践に努めている。

外
部
評
価

5 8

事業所の現状をご理解いただく為に写真やビデオ
などを用いて具体的に伝わるように努めている。
その上で職員が気付かないことなどにはご指導い
ただいている。

○

4 7

職員からの自己評価表をもとに管理者の気付かな
い点が挙げられている。今回が初めてとなる職員
が多いため、評価項目が勉強になるという声も
あった。どのような意味を持って自己評価に取り
組むのかという説明を管理者から上手く伝えるこ
とが出来ていなかった。

○

6

広報誌を年2回発行している。配布時に声を掛ける
ようにして相談等を受けるように心がけている。
現状としては利用に関る方以外の相談は無かっ
た。

○

3 5

町内会が無い地域のため地域の一員としての認知
度は低いのが現状である。近隣の老人保健施設か
らの催しへの招待を受けて、参加することが主な
交流となっている。（今年度はインフルエンザの
流行を避けて不参加）

○

4

あいさつを心がけている。ご近所の子供さん達が
遊びに見えることがある。近隣のお宅とは季節ご
とのごあいさつも行っているが日常的とは言い難
い。

○

3
法人の理念等については契約の際にご説明してい
る。地域の方へは運営推進会議等を通じて伝える
ことができるように努めている。

○

自
己
評
価

項　　目

自己評価

2 2
事業所の中に理念を掲げている。運営者と管理者
は会議を通じて理念を元に事業所の事業計画を立
てている。

○
職員への浸透にもう少し工夫が必要であることを
考えている。業務・カンファレンスを通じて繰り
返し伝えていきたい。

2 社会福祉法人　秋田県社会福祉協議会
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取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取り組みを期
待したい項目)

取り組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取り組みを期
待したい項目)

取り組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

外部評価外
部
評
価

自
己
評
価

項　　目

自己評価

○市町村との連携

　事業所は、市町村担当者と運営推進会
議以外にも行き来する機会をつくり、市
町村とともにサービスの質の向上に取り
組んでいる

○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、地域権利擁護事業や
成年後見制度について学ぶ機会を持ち、
個々の必要性を関係者と話し合い、必要
な人にはそれらを活用できるよう支援し
ている

○虐待の防止の徹底

　管理者や職員は、高齢者虐待防止関連
法について学ぶ機会を持ち、利用者の自
宅や事業所内で虐待が見過ごされること
がないよう注意を払い、防止に努めてい
る

４．理念を実践するための体制

○契約に関する説明と納得

　契約を結んだり解約をする際は、利用
者や家族等の不安、疑問点を尋ね、十分
な説明を行い理解・納得を図っている

○運営に関する利用者意見の反映

　利用者が意見、不満、苦情を管理者や
職員ならびに外部者へ表せる機会を設
け、それらを運営に反映させている

○家族等への報告

　事業所での利用者の暮らしぶりや健康
状態、金銭管理、職員の異動等につい
て、家族等に定期的及び個々にあわせた
報告をしている

○運営に関する家族等意見の反映

　家族等が意見、不満、苦情を管理者や
職員ならびに外部者へ表せる機会を設
け、それらを運営に反映させている

○運営に関する職員意見の反映

　運営者や管理者は、運営に関する職員
の意見や提案を聞く機会を設け、反映さ
せている

空いた時間での２、３人の話し合いをすることで
対応してはいるが、記録や周知が不十分なことが
ある。意識して努めて行きたい。

ご家族からの「みて頂いている」という意識の声
を聞くことが良くある。ご意見がサービス業とし
ての向上のために必要なことであることをご理解
いただけるように対話の機会を増やすことができ
るように努めたい。

　苦情受付箱を設置し、面会時などに家族から口
頭で苦情や要望がないか確認しており、意見があ
れば迅速に対処し、その結果を運営推進会議にも
報告している。

○

　前回評価結果に引き続き、家族の意向を把握す
るための工夫や取り組みについて検討を重ね、意
向の把握とともに具体的な運営及びサービスの向
上に生かしてほしい。

定期的に担当職員からご家族へ手紙や電話での報
告が出来るように関係作りに取り組みたい。

　家族向けの「えがお大曲だより」を毎月発行
し、家族への手紙と併せて利用者一人ひとりの生
活の様子を伝えている。
　また、法人全体の広報委員会発行の広報誌「え
がお大曲」で職員の異動や行事など事業所全体の
状況を報告しているほか、面会時や電話でも連絡
している。

職員間で話し合い、即座に対応できるように努め
たい。苦情としての意見ではなくともより良い
サービス提供のための取り組みとして積極的に声
を拾いたい。

入居後もいつでも説明が出来るように管理者は契
約内容についてより理解に努めていきたい。

虐待防止と制度についての勉強を勧めていく。職
員が正しい知識をもってお互いをチェック出来る
様になることを目指していきたい。

権利擁護事業や成年後見制度は自分達の仕事に不
可欠なものであることを認識していくところから
始めたい。勉強の場をつくる、参加することを積
極的に勧めて行きたい。

情報交換をしたり、アドバイスを仰いだりといっ
た積極的なかかわりを持つことでよい関係を築く
ことが出来るように努めていき、サービスの提供
に活かすことが出来ればよい。

　法人の広報誌「月刊えがお」を毎月行政に届け
て事業所の状況を報告しているほか、生活保護の
方がいるため福祉事務所と電話や相互訪問など連
携している。

16

毎週の管理者会議、毎月の主任会議を開いてお
り、意見や提案が挙がる機会を設けている。事業
所としての定期的な話し合いの場を設けたいが時
間をとることが出来ないでいる。

○

8 15

玄関先に苦情処理窓口を明示している。契約時ま
たは重要事項説明書の中でも説明している。ご家
族の話の中での要望や意見をご家族が重圧に感じ
ないように配慮しながら取り上げることもある。
ご家族からは意見としての提出がしづらいところ
があるようす。

○

7 14

毎月発行される「えがおだより」や個人の写真を
送付している。生活の様子や、職員の表情なども
分かるように広報委員が写真を選択している。ご
家族の面会時には近況報告や相談、お小遣い帳の
確認（レシ－トを渡す）をして頂いている。急変
時や受診時も連絡・報告している。

○

13

玄関先に苦情処理窓口を明示し、契約時または重
要事項説明書の中でも説明している。管理者が苦
情受付担当として受付、施設長・社長へと報告さ
れている。

○

12
入居時に契約書・重要事項説明書にて説明させて
いただいている。疑問点も伺っている。

○

11

毎年虐待防止の研修に全職員が参加している。そ
れでも日常的な言動に潜む虐待の要素への意識が
統一できているとは言い難い。拘束に対する意識
は、職員に知識として定着していなくとも、利用
者様を大事にして避けていこうとする心がけはあ
る。

○

10
今年度は外部の研修に参加することが出来なかっ
た。現在利用者様で活用している方もおらず、関
わりを持てていない、勉強不足の状況にある。

○

6 9

福祉事務所との連絡調整や訪問、介護保険事務
所、包括支援センターとの連絡や意見交換などの
機会をとらえて参加に努めている。会社からは
サービス情報提供と研修情報を合わせた『月間え
がお』を毎月配信している。

○

3 社会福祉法人　秋田県社会福祉協議会



えがお大曲

取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取り組みを期
待したい項目)

取り組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取り組みを期
待したい項目)

取り組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

外部評価外
部
評
価

自
己
評
価

項　　目

自己評価

○柔軟な対応に向けた勤務調整

　利用者や家族の状況の変化、要望に柔
軟な対応ができるよう、必要な時間帯に
職員を確保するための話し合いや勤務の
調整に努めている

○職員の異動等による影響への配慮

　運営者は、利用者が馴染みの管理者や
職員による支援を受けられるように、異
動や離職を必要最小限に抑える努力を
し、代わる場合は、利用者へのダメージ
を防ぐ配慮をしている

５．人材の育成と支援

○職員を育てる取り組み

　運営者は、運営者自身や管理者や職員
を段階に応じて育成するための計画をた
て、法人内外の研修を受ける機会の確保
や、働きながらトレーニングしていくこ
とを進めている

○同業者との交流を通じた向上

　運営者は、運営者自身や管理者や職員
が地域の同業者と交流する機会を持ち、
ネットワークづくりや勉強会、相互訪問
等の活動を通じて、サービスの質を向上
させていく取り組みをしている

○職員のストレス軽減に向けた取り組み

　運営者は、管理者や職員のストレスを
軽減するための工夫や環境づくりに取り
組んでいる

○向上心を持って働き続けるための取り
組み

　運営者は、管理者や職員個々の努力や
実績、勤務状況を把握し、各自が向上心
を持って働けるように努めている

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援

１．相談から利用に至るまでの関係づくりとその対応

○初期に築く本人との信頼関係

　相談から利用に至るまでに本人が困っ
ていること、不安なこと、求めているこ
と等を本人自身からよく聴く機会をつく
り、受けとめる努力をしている

今年の2月から、事業所内での退職・異動者が無
く、事業所にとって良い方向にあるといえる。利
用者様との関係も良好な状況を保つことが出来て
いる。

なじみの関係を生かして、より良いサービス提供
が出来るように努めていきたい。

　前回評価では離職率が高く、管理者も交代して
いるが、現在では定着してきており職員の退職時
には事前に利用者に伝えている。
　また、日ごろから全員で利用者と関わり、フォ
ローしながら利用者の負担軽減に努めている。

管理者やケアマネージャーだけでなく、職員にも
事前の顔合わせへの参加の機会を増やしたい。

　系列事業所との交流が主なため、職員が他事業
所との相互訪問で交流する機会を持つなど、ネッ
トワークを広げた関わりからサービスの向上につ
なげてほしい。

21 年2回の親睦会を開催している。

他事業所との交流も勧めて行きたい。
　系列事業所間で職員が見学して実践を学ぶ交換
実習など、交流を図っているほか、全国・県・圏
域の連絡会に参加して情報交換している。

○

職員に研修参加の場面を増やすことが出来るよう
に情報の提供をしていきたい。職員にも参加する
希望や意識を高めてもらうよう話して行きたい。

　法人で年間研修計画を作成しており、中央の講
師を招くなど内部研修に力を入れているほか、外
部研修にも希望に応じて参加して職員のスキル
アップを図っている。

○

　内部研修の参加者が少ないため、研修の目的や
必要性を理解したうえで参加する仕組みづくりを
工夫してほしい。
　また、職員一人ひとりの当面の目標を明確に
し、そのために必要な研修への受講を研修計画に
反映させてほしい。

23

利用相談を実際にご本人から頂くことは例として
なく、ご本人と入居前からなじみになることは難
しいことが多い。ご本人とはゆっくり時間をかけ
ながら、先に知っている情報よりも顔を合わせた
ときに得た情報を大切にして関係作りを始めるよ
うに心がけている。

○

管理者には各種研修の機会があり、職員にも望め
ば研修費用を出して勧めている。定期的な社内研
修の開催、外部講師による講義など研修の場を設
けている。

○

22

ケアの質の向上を職員に伝えることを努力してい
る。職員の研修参加や資格取得を奨励し、勤務状
況等を把握している。また、積極的に外部研修へ
の参加を勧め、職員の質の向上に努めている。

グループホーム連絡会に加入しており、講演や研
修での交流の機会を設けている。人員の都合上参
加できないでいる職員の方が多かった。

11

9 18

20

10 19

17

受診や外出など通常業務の範囲内の人員では業務
に支障が出てしまう場合は勤務調整を行い、その
日、時間帯での人員を多くすることで対応してい
る。

4 社会福祉法人　秋田県社会福祉協議会
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○初期に築く家族との信頼関係

　相談から利用に至るまでに家族等が
困っていること、不安なこと、求めてい
ること等をよく聴く機会をつくり、受け
とめる努力をしている

○初期対応の見極めと支援

　相談を受けた時に、本人と家族が「そ
の時」まず必要としている支援を見極
め、他のサービス利用も含めた対応に努
めている

○馴染みながらのサービス利用

　本人が安心し、納得した上でサービス
を利用するために、サービスをいきなり
開始するのではなく、職員や他の利用
者、場の雰囲気に徐々に馴染めるよう本
人又は家族等と相談しながら工夫してい
る

２．新たな関係づくりとこれまでの関係継続への支援

○本人と共に過ごし支えあう関係

　職員は、本人を介護される一方の立場
におかず、一緒に過ごしながら喜怒哀楽
を共にし、本人から学んだり、支えあう
関係を築いている

○本人を共に支えあう家族との関係

　職員は、家族を支援される一方の立場
におかず、喜怒哀楽を共にし、一緒に本
人を支えていく関係を築いている

○本人と家族のよりよい関係に向けた支
援

　これまでの本人と家族との関係の理解
に努め、より良い関係が築いていけるよ
うに支援している

○馴染みの人や場との関係継続の支援

　本人がこれまで大切にしてきた馴染み
の人や場所との関係が途切れないよう、
支援に努めている

○利用者同士の関係の支援

　利用者同士の関係を把握し、一人ひと
りが孤立せずに利用者同士が関わり合
い、支え合えるように努めている

職員が決めつけないように、利用者様同士のルー
ルを把握することを意識して支援していきたい。

ご家族とのやり取りは管理者が中心となっている
ので、各担当を持つ職員がやりとりできるように
なっていくように努めていきたい。

管理者と職員が誰が対応してもご家族が安心でき
るようなかかわりに努めたい。

個人の誇りにできることを見つけて、表現してい
ただくことが出来るように努めていきたい。家事
などから学ぶことも多いはず。

　利用者の人生体験から学ぶことが多く、礼儀作
法や丁寧な話し方など、日常生活や会話の中から
職員が参考にしており、職員の成長にもなってい
る。

○

　ＡＤＬが低下している方への対応で、職員に余
裕がなく一方的な関わりになる場合があるため、
利用者のできる事、やりたい事を引き出しなが
ら、支え合う関係づくりに努めてほしい。

事前の情報収集が大切なので、担当のケアマネー
ジャーとの協働に努めたい。

　管理者が事前に自宅を訪問して情報収集に努
め、事業所の見学を兼ねて何回か訪問してもらう
など、納得して利用できるよう配慮している。

31

利用者同士が話の合うグループを組んでいる場合
もあるが、会話があまり成り立たずに寂しい思い
をしている方もいる。職員との会話だけでなく、
利用者様同士の会話が必要な場面もある。人間関
係を決めるのは利用者様同士であるので仲介はし
ても限界はある。

○

30

いき付けの美容院の利用や、ご家族の協力を得て
の長年続いている句会への参加、遠方の友人との
手紙・電話のやり取りなどの支援を行っている。
ご友人の面会も時々あるが、こちらからの訪問は
行えていない。

29

ご本人とご家族の関係には深くは立ち入れない
が、寂しいという気持ちがある時は代わりに電話
などでその旨を伝えることもある。利用者様が元
気に暮らすことがご家族にとっても良い影響を与
えることがあり、電話での状況報告などを蜜に行
えるようになってきてはいる。

○

28

面会時や電話など、機会を設けて情報交換してい
る。ご本人の受診に一緒に出かけていただいた
り、一緒に設備の配置を考えたりするようになっ
ている。「まかせっぱなしですみません」という
声があり、一緒に考えることがご家族にとってう
れしいことなのだと最近理解できるようになっ
た。

○

13 27

人生の先輩としての尊敬の意を表す言葉遣いを心
がけているという職員もおり、会話の中から勉強
することもある。また、その生き方をみて他人を
悪く言わないことの素晴らしさを教わることもあ
る。ただ、関係としては一方的になってしまって
いる場面が多いのが現状となっている。

○

12 26

ご本人やご家族から事前に得た情報や、生活の中
で垣間見えたことから本人にあったサービスが出
来るように努めている。自信を失ってしまうよう
なことや、他の方からやっかまれてしまうことは
極力避けるように心がけている。

25

利用相談や見学の際にお話を伺ったり、担当のケ
アマネージャーから情報を得るように努めてい
る。事業所のサービスがご本人にとって最上かど
うかを考えることにしている。

24

見学・面接などでお会いする機会に出来るだけ話
を聞くことに努めている。担当のケアマネー
ジャーとの連携をとり、自分では引き出せなかっ
た情報も伺うように努めている。

5 社会福祉法人　秋田県社会福祉協議会
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○関係を断ち切らない取り組み

　サービス利用（契約）が終了しても、
継続的な関わりを必要とする利用者や家
族には、関係を断ち切らないつきあいを
大切にしている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

１．一人ひとりの把握

○思いや意向の把握

　一人ひとりの思いや暮らし方の希望、
意向の把握に努めている。困難な場合
は、本人本位に検討している

○これまでの暮らしの把握

　一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし
方、生活環境、生きがい、これまでの
サービス利用の経過等の把握に努めてい
る

○暮らしの現状の把握

　一人ひとりの一日の過ごし方、心身状
態、有する力等の現状を総合的に把握す
るように努めている

２．本人がより良く暮らし続けるための介護計画の作成と見直し

○チームでつくる利用者本位の介護計画

　本人がより良く暮らすための課題とケ
アのあり方について、本人、家族、必要
な関係者と話し合い、それぞれの意見や
アイディアを反映した介護計画を作成し
ている

○現状に即した介護計画の見直し

　介護計画の期間に応じて見直しを行う
とともに、見直し以前に対応できない変
化が生じた場合は、本人、家族、必要な
関係者と話し合い、現状に即した新たな
計画を作成している

○個別の記録と実践への反映

　日々の様子やケアの実践・結果、気づ
きや工夫を個別記録に記入し、情報を共
有しながら実践や介護計画の見直しに活
かしている

記録における視点や目的の統一や、介護計画に
沿った記録に今後取り組んでいく。職員間の意識
を高めるように話し合いをしていく。

カンファレンス時間の確保や記録の徹底、ご本
人・ご家族の意見の反映をしっかりとした形に残
す為の取り組みを職員全体で意識して努めたい。

　利用者の状態を一目で把握できるよう管理日誌
の様式を工夫し、３か月毎の定期的な見直しのほ
か、状態変化に応じても適宜に見直している。

○

　介護計画の作成と同様に計画作成担当者と各職
員が積極的に関わり、利用者及び家族の意向を十
分に反映したバリエーションのある計画となるよ
う努めてほしい。

介護計画を作成する上での取り組み方や、アセス
メントの視点などをこれから勉強して各職員が取
り組んでいく状況にある。センター方式を活用し
たご本人の暮らしの意向に沿った計画作成に全職
員で取り組むことが出来るよう努めたい。

　センター方式を取り入れたアセスメントにより
利用者及び家族の意向を反映し、カンファレンス
で職員で話し合いながら介護計画を作成してい
る。

○

　新しい職員が多くアセスメントやカンファレン
スなど一連の流れについて理解が不十分と捉えて
いることから、今後も全職員で関わりながら経験
を重ね、利用者及び関係者の意向や希望を十分考
慮した介護計画の作成に努めてほしい。

小さな変化でも記録に残すことが出来るような気
付きの視点が身につくように勉強していきたい。

職員の気付きの視点やアセスメントの考え方を勉
強していきたい。利用者様・職員のそれぞれが持
つ考え方をもっと活かすことが出来るように努め
ていきたい。

利用者様とのコミュニケーションを大切に出来る
よう、たくさん意見が引き出せるような会話が出
来る工夫をしていきたい。

　利用者一人ひとりの業務日誌に全職員が目を通
し、場面毎の会話から利用者の意向を感じ取るよ
う努めている。
　また、気付いたことは職員間で意見を出し合い
共有し、対応を統一している。

退所というお互いにとってダメージがある出来事
ではあるが、利用中からの利用者様にとってより
よいサービスの提供に努めることで、関係を切ら
ないように全職員が意識できるよう取り組みたい

38
記録の内容や視点はまだ統一できておらず、介護
計画に沿ったものとはなっていない。情報を共有
する為の取り組みに欠けているのが現状。

○

16 37

話し合いがしっかりとした記録として残されてい
ない期間があり、話し合いの形を現在模索してい
るところ。見直しを各関係者がしっかりと関わっ
て行うことが出来ていないのが現状。

○

15 36

ご家族からのご意見を取り入れたり、ご本人の意
向を聞くことが出来るように努めている。現状で
は職員が積極的に介護計画の作成に関ることが出
来ていない。

○

35
生活の記録や排泄の状況、食事摂取の状況を表に
して把握できるように努めている。変化がある場
合は申し送りや看護師への報告で対応している。

○

34

ご本人やご家族から話を詳しく聞くように努めて
いる。一人暮らしなどで情報が少ない場合でも、
ご本人の言動や希望から把握できるように努めて
いる。

○

14 33

日常的な会話や利用者様同士の談笑や愚痴、ご家
族と接したときに出る本音などをご本人の希望や
意向と受け止めるように努めている。本人の希望
に、医療面や安全面から添えないことも多い。

○

32

ご家族には退所後も相談や情報提供等の支援を行
う旨をお伝えしている。退所後もお話を聞かせて
くださるご家族もおり、今後も取り組んでいきた
い。

○

6 社会福祉法人　秋田県社会福祉協議会
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３．多機能性を活かした柔軟な支援

○事業所の多機能性を活かした支援

　本人や家族の状況、その時々の要望に
応じて、事業所の多機能性を活かした柔
軟な支援をしている

４．本人がより良く暮らし続けるための地域資源との協働

○地域資源との協働

　本人の意向や必要性に応じて、民生委
員やボランティア、警察、消防、文化・
教育機関、医療機関等と協力しながら支
援している

○他のサービスの活用支援

　本人の意向や必要性に応じて、地域の
他のケアマネジャーやサービス事業者と
話し合い、他のサービスを利用するため
の支援をしている

○地域包括支援センターとの協働

　本人の意向や必要性に応じて、権利擁
護や総合的かつ長期的なケアマネジメン
ト等について、地域包括支援センターと
協働している

○かかりつけ医、かかりつけ歯科医、か
かりつけ薬局等の利用支援

　本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医、かかりつけ
歯科医、かかりつけ薬局等と事業所の関
係を築きながら、適切な医療を受けられ
るように支援している

○認知症の専門医等の受診支援

　専門医等認知症に詳しい医師と関係を
築きながら、職員が相談したり、利用者
が認知症に関する診断や治療を受けられ
るよう支援している

○看護職との協働

　利用者をよく知る看護職員あるいは地
域の看護職と気軽に相談しながら、日常
の健康管理や医療活用の支援をしている

○早期退院に向けた医療機関との協働

　利用者が入院した時に安心して過ごせ
るよう、また、できるだけ早期に退院で
きるように、病院関係者との情報交換や
相談に努めている。あるいは、そうした
場合に備えて連携している

入院しなくても良い状態に健康管理が出来ること
を理想としたい。早期の退院や退院後の生活への
移行がスムーズに行われるように医療機関との連
携に努めたい。

　利用者のかかりつけ医による受診や往診を優先
し、通院時には職員が付き添い状態を確認して家
族に説明している。
　また、状況や希望に応じて協力医でも対応して
おり、薬の変更時には薬局と連携して効能や副作
用等を確認している。

より資源の活用が可能になるように日ごろからの
情報収集に努めたい。

　認知症研修を開催して地域の方の参加を促した
り、介護保険に関する相談に応じるなど、地域の
福祉拠点としての機能を生かしている。
　また、入院中など家族が対応できない場合は手
続きや洗濯などを代行し、非常勤の看護師を配置
して医療連携体制を確保している。

46

利用者入院の際はご家族にまかせっきりにならな
いように、各職員が病室に出向いて常に情報を得
ることが出来るように努めている。病院関係者と
も指示を仰げるように話をするよう努めている。
退院後の受診にもGHから同行している。ご家族遠
方の場合には出来るだけ利用者様の様子が分かる
ように努め、定期的に報告している。

○

45

連携する看護師がおり、日常的にも急変時にも状
態報告が出来る状況にあり、適時指導を受けるこ
とで健康管理につなげている。協力病院とも連絡
をとり、病院看護師からの支持をあおぐこともあ
る。

44

かかりつけ医との連携で専門医を紹介して頂いて
いる。必要な利用者様は定期的な専門医の受診を
受けている。ご本人の変化に合わせて状態報告を
行い、診断や指導を受けている。

18 43

利用契約時、ご家族にかかりつけ医との連携につ
いて説明し、同意を得ている。また、利用前から
の医療機関を継続して受診希望される方に対して
は希望がかなうようにしている。

42
緊急性のある方に対し、地域包括支援センターと
協動することで当事業所への利用受けいれを行っ
た。

41

ご本人の意向でという部分での例はまだ無いが、
ご家族の意向で複数のケアマネージャーとのかか
わりを持ち、利用者様の今後について話し合う機
会は得ている。他施設への転居が話し合いの末に
決まっている例がある。

40

消防署立会いの下での防災訓練やボランティアで
のお茶会などの機会が設けられた。ご本人の体調
を考慮して、遠方の病院から近隣の病院への紹介
を受け、より受診しやすくなったことも例として
ある。

17 39

ご本人やご家族からの要望で設備を整えたり、食
事の形態や支援する時間帯を変更したり、送迎を
行ったりという例がある。遠方に住む家族に代わ
り、入院の手続きや、入院中の洗濯代行などを
行っていることもある。

7 社会福祉法人　秋田県社会福祉協議会
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○重度化や終末期に向けた方針の共有

　重度化した場合や終末期のあり方につ
いて、できるだけ早い段階から本人や家
族等ならびにかかりつけ医等と繰り返し
話し合い、全員で方針を共有している

○重度化や終末期に向けたチームでの支
援

　重度や終末期の利用者が日々をより良
く暮らせるために、事業所の「できるこ
と・できないこと」を見極め、かかりつ
け医とともにチームとしての支援に取り
組んでいる。あるいは、今後の変化に備
えて検討や準備を行っている

○住み替え時の協働によるダメージの防
止

　本人が自宅やグループホームから別の
居所へ移り住む際、本人及び家族に関わ
るケア関係者間で十分な話し合いや情報
交換を行い、住み替えによるダメージを
防ぐことに努めている

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　

１．その人らしい暮らしの支援

（１）一人ひとりの尊重

○プライバシーの確保の徹底

　一人ひとりの誇りやプライバシーを損
ねるような言葉かけや対応、記録等の個
人情報の取り扱いをしていない

○利用者の希望の表出や自己決定の支援

　本人が思いや希望を表せるように働き
かけたり、わかる力に合わせた説明を
「尊厳の保持」に配慮して行い、自分で
決めたり納得しながら暮らせるように支
援をしている

○日々のその人らしい暮らし

　職員側の決まりや都合を優先するので
はなく、一人ひとりのペースを大切に
し、その日をどのように過ごしたいか、
希望にそって支援している

一人ひとりの生活のリズムを保つことが出来るよ
うな取り組みを心がけたい。

　利用間もない方には事業所の時間に合わせず
に、自宅での時間の過ごし方をしてもらい、昼近
くまで寝ている方の起床に合わせて居室に食事を
運んだり、入浴の時間も希望に合わせて支援して
いる。
　また、毎月俳句の会に出かけたり、仏壇代わり
の写真にご飯や水を供える方など、利用者の生活
リズムを尊重している。

プライバシーについての認識や声掛けのタイミン
グ・内容などももちろんだが、職員同士の立ち話
の有無や、会話の内容にも気を配ることが出来る
ようになっていきたいと思う。

　トイレ誘導の際は他の用事があるように声かけ
し、周りに気付かれないよう配慮しているほか、
居室のポータブルトイレを目立たないよう覆った
り、洗濯物の下着も見えない場所に干すなど自尊
心の保持に努めている。
　また、記録等の個人情報については事務所内の
書庫に保管し、新たに鍵をつけて管理を徹底して
いる。

管理者・事業所で働く職員、関るケアマネー
ジャー、ご家族、かかりつけ医等の全員が方針を
共有することは簡単ではないが、話し合いを持て
ることが習慣となるように努めていきたい。

　看取りに関する指針を明確にし、医療機関との
連携体制を確保して契約時に説明のうえ家族の意
向を確認している。
　なお、これまでに看取りの希望はないが、職員
間で看取りに関する対応を話し合い、家族の理解
を深める予定である。

21 52

利用者様が自ら作ったペースなのか、職員側が
作ったペースに利用者様が合わせることで出来た
ものなのかを考えると難しいところ。利用者様の
考えるペースについての理解が出来ていないので
質問に答えることが出来ない。

51

自ら希望を表現できる方も出来ない方も、出来る
限り声を掛けたり、時間を置いて答えを待つなど
している。ただし、自己決定を引き出せるくらい
の働きかけが十分に出来ているとはいえない。

20 50

利用者様の立場を悪くするようなことがないよう
に心がけてはいるが、どの部分がプライバシーを
損ねているのかという根本的な理解がまだ出来て
いない。記録にも適切とは言えない表現が混じっ
ていることもある。言葉使いなどは職員一人ひと
りが利用者様と良い関係が築けるように努めてい
る。

○

49

入居の際はご本人やご家族との面接、施設や担当
ケアマネージャーからの情報を得ることが出来る
ように努めている。退所時にもサマリー等で情報
提供をしている。ご家族にも写真を見ていただく
などして生活の様子を説明できるように努めてい
る。

48

現在直面している問題である。事業所の設備の問
題もありADLの低下が生活の質を下げてしまうこと
につながりやすくなっている。事業所単位ではな
く会社単位での利用者様のサポートを考えている
ところ。担当ケアマネージャーや協力病院との密
な連携を心がけてい。ご家族と事業所の連携につ
いても意識し、連絡をこまめに取っていくよう努
めている。

19 47

実際は重度化から寝たきりにつながった段階や入
院に至った段階でようやく次の住家を考えること
になってしまっている。将来的に予測できている
段階で次につながることは難しいところにある。
将来的な姿とGHの設備や能力の限界についてはご
家族と話し合うように努めている。

○

8 社会福祉法人　秋田県社会福祉協議会
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（２）その人らしい暮らしを続けるための基本的な生活の支援

○身だしなみやおしゃれの支援

　その人らしい身だしなみやおしゃれが
できるように支援し、理容･美容は本人
の望む店に行けるように努めている

○食事を楽しむことのできる支援

　食事が楽しみなものになるよう、一人
ひとりの好みや力を活かしながら、利用
者と職員が一緒に準備や食事、片付けを
している

○本人の嗜好の支援

　本人が望むお酒、飲み物、おやつ、た
ばこ等、好みのものを一人ひとりの状況
に合わせて日常的に楽しめるよう支援し
ている

○気持よい排泄の支援

　排泄の失敗やおむつの使用を減らし、
一人ひとりの力や排泄のパターン、習慣
を活かして気持ちよく排泄できるよう
「尊厳の保持」に配慮して支援している

○入浴を楽しむことができる支援

　曜日や時間帯を職員の都合で決めてし
まわずに、一人ひとりの希望やタイミン
グや健康状態に合わせて、入浴を楽しめ
るように支援している

○安眠や休息の支援

　一人ひとりの生活習慣やその時々の状
況に応じて、安心して気持ちよく休息し
たり眠れるよう支援している

（３）その人らしい暮らしを続けるための社会的な生活の支援

○役割、楽しみごと、気晴らしの支援

　張り合いや喜びのある日々を過ごせる
ように、一人ひとりの生活歴や力を活か
した役割、楽しみごと、気晴らしの支援
をしている

それぞれの心が動かされるような取り組みを、生
活歴や趣味を把握しながら考えていきたい。

　食事の下ごしらえや茶碗拭き、居室などの掃
除、花の水やりなどの役割を持ち、馴染みの美容
院や俳句の会へ出かけ、おしゃべりやテレビを楽
しむ方など、趣味や気晴らしにつながる活動によ
り喜びのある生活が送れるよう支援している。

利用者様の安全と、本人の希望する支援の内容に
ついてはもっと話し合う必要がある。体を見られ
ることが基本的に嫌な方でADLが以前より落ちてき
ている場合など。

　利用者の希望により毎日の入浴が可能である
が、最低でも週２回から隔日での午後の入浴を支
援しており、就寝前の夜間入浴にも対応してい
る。
　また、職員の付き添いや入浴剤などで快適な入
浴時間をつくり、入浴を拒む方には促し方の工夫
や日時を変更したり、シャワーや清拭で清潔の保
持に努めている。

トイレが狭い為に他利用者様に排泄介助をしてい
ることを悟られてしまうことがある。声掛けの仕
方で拒否につながったり、不快感を与えることも
あるので考えを統一しながら支援していきたい。

利用者様の意識として台所仕事を自分たちがする
のは面倒だということが以前は見られていたが、
変化してきている。出来ることを把握しながら
関っていただけるように支援していきたい。

　あえて献立を作成せずに、その日その日の状況
や食材に応じて食べたいものを調理している。
　また、前回評価時よりも利用者の関わりが増え
てきており、もやしの芽を取ったり林檎の皮むき
など調理の下ごしらえを利用者が手伝っている。

好みがどういうものであるか、以前はどのような
髪型や化粧を好まれていたのか考える部分はたく
さんある。職員が自分たちの格好を気にするのと
同じように利用者様に向き合えるようになればよ
り良いと思う。ご家族からの情報も得たい。

24 59

掃除や食後の片づけを日課としている利用者様が
いる一方で、あまり張りがあるとはいえない生活
を送る利用者様もいる。利用者様同士に仲間意識
があまりないため、会話を楽しみにしていなが
ら、職員としか話が出来ないでいることを寂し
がっている方もいる。

○

58

ほとんどの利用者様が夜に眠ることが出来て、日
中を活動的に過ごすというサイクルを保つことが
出来ている。良く眠る為に本人の希望することは
全職員の共通の認識となるように話している。不
規則なサイクルの方にも薬剤に頼り過ぎないよう
に、医師と相談の上で支援している。

23 57

就寝前や一日おきにといった利用者様個々の希望
はできるだけかなえる事が出来るように努めてい
る。体調に合わせてシャワー浴や清拭を行うこと
もある。手を借りずに入りたい方にも最低限の安
全について考えたり、ご家族と話したりしながら
支援している。

○

56

利用者様の排泄パターンを把握し、能力に考慮し
た声掛けや誘導を行って、失敗につながらないよ
うに努めている。また、限られたトイレ数なの
で、順番や待ち時間でトラブルにならないように
声掛けのタイミングを工夫している。構造上ドア
を閉めることが出来ない場合があり、問題となっ
ている。

○

55

本人の承諾を得ておやつを冷蔵庫で保管させてい
ただいている場合もあるが、食べたいときに食べ
ていただけるようにしている。（医師の制止が無
い限り）居室で保管する利用者様に関しては、差
し入れてくださるご家族に内容を尋ねることはあ
る。基本的な好みを把握するように努めている。

22 54

台所の仕事は職員が行っている。あくまでお手伝
いをお願いしているというのが現状である。盛り
付けや野菜の加工作業などが主なものになってい
る。自信を持って行えることを提供するように努
めている。後片付けは自分の仕事として取り組ん
でくださる方が多い。

○

53

なじみの理髪店に通い続ける方には支援してい
る。ADLが低下している方には出張サービスを利用
している。服装や髪型なども出来るだけ整うよう
に、本人の好みに合うように心がけているが十分
とはいえない。

○
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○お金の所持や使うことの支援

　職員は、本人がお金を持つことの大切
さを理解しており、一人ひとりの希望や
力に応じて、お金を所持したり使えるよ
うに支援している

○日常的な外出支援

　事業所の中だけで過ごさずに、一人ひ
とりのその日の希望にそって、戸外に出
かけられるよう支援している

○普段行けない場所への外出支援

　一人ひとりが行ってみたい普段は行け
ないところに、個別あるいは他の利用者
や家族とともに出かけられる機会をつく
り、支援している

○電話や手紙の支援

　家族や大切な人に本人自らが電話をし
たり、手紙のやり取りができるように支
援をしている

○家族や馴染みの人の訪問支援

　家族、知人、友人等、本人の馴染みの
人たちが、いつでも気軽に訪問でき、居
心地よく過ごせるよう工夫している

（４）安心と安全を支える支援

○身体拘束をしないケアの実践

　運営者及び全ての職員が「介護保険法
指定基準における禁止の対象となる具体
的な行為」を正しく理解しており、身体
拘束をしないケアに取り組んでいる

○鍵をかけないケアの実践

　運営者及び全ての職員が、居室や日中
玄関に鍵をかけることの弊害を理解して
おり、鍵をかけないケアに努めている

○利用者の安全確認

　職員は本人のプライバシーに配慮しな
がら、昼夜通して利用者の所在や様子を
把握し、安全に配慮している

思い込みや慣れからくる事故を防ぐ為に、見守り
や声掛けを意識していくことを徹底していきた
い。

　夜間以外は玄関や窓にはカギをかけず、玄関に
鈴をつけて出入りを把握し、職員の目配りや気配
りを徹底して利用者の安全確保に努めている。

○

　前回評価でも課題とし、改善目標として運営推
進会議でも検討しているが、新興住宅地で町内会
がないこともあり、近隣住民による具体的な協力
体制が十分とはいえないため、旧町内会のネット
ワークを活用して地域の見守り、声かけの連携体
制を構築するなど今後の取り組みを期待したい。

無意識の中にある言動や行動が虐待に当たること
も勉強しながら考えていきたい。

あいさつやお茶だし、来ていただいた際に居室が
整い、本人の身なりもちゃんとしている。玄関も
きれいである。といったことがまだ出来ていない
ことがある。利用者様も職員も、ご家族も恥ずか
しい思いをせずに、楽しいひと時となるように取
り組んでいきたい。

利用者様の意見を引き出せるように日常からの関
係を築いていきたい。

外での役割の構築や散歩などでの気分転換の頻度
は増やしていきたい。

　季節毎の花見や紅葉見学などドライブに出か
け、利用者の状態や希望に応じて散歩に出かけて
いる。
　また、利用者の自宅への外泊を支援したり、通
院時には自宅の近くを通って帰るなど外出支援に
努めている。

○

　外出を望まない方やレベル低下により職員の余
裕がなくなり、外出を困難にしている状況がある
ため、買い物などに交代で出かけるなど、日常的
に外出する機会を増やしてほしい。

67

日中の生活をホールで過ごされる方がほとんどで
あるため、生活パターンを把握しながら見守りに
努めている。午後に居室で過ごされる方々に対し
ても、定期的な巡回と声掛けを行っている。慣れ
ていることから配慮に欠ける時がある。それぞれ
の生活のペースの中の休憩と、ただの休みっぱな
しの境界についての共通の認識を深めたい。

○

26 66

利用者様が自由に出入りできるように、玄関の鍵
は夜間の戸締り以外は開けている。全居室に鍵は
ついておらず、安全、防犯のための一般的な施錠
になっている。出入りについての見守りや声掛け
は当然行うが、閉じ込める為の施錠が拘束につな
がることは職員が理解できている。

65

全職員が年1回、社内研修で「身体拘束・虐待の禁
止」について学び、理解した上で業務についてい
る。薬剤の処方についても、安全面に重点を置
き、本人の意に反して眠らなければならないよう
な状況を避けることが出来るように医師と相談の
上でお願いしている。

64

面会に来られる方に対しては、ご家族からの制限
が無い限りお会いしていただいている。ホールや
ご本人の居室でゆっくりくつろいで頂けるように
努めている。

○

63

友人やご家族とのハガキや年賀状、手紙のやりと
りの支援を行っている。（ハガキ・切手の購入、
投函など）。届け物へのお礼の電話は、ご本人に
も出ていただけるように努めている。（携帯電話
を持っている利用者様が1名。）

62

個人的な外出を希望する方にはご家族の協力を得
ることが出来ている。外出の計画は職員からの提
案が主なものとなっている。今年度の利用者様を
複数連れての外出実質2度のみだった。利用者様の
意見を反映する事はまだ出来ていない。

○

25 61

現在インフルエンザの流行に伴い、買い物への同
行を控えている。時々散歩や、外の空気を楽しむ
ことは勧めている。ただし、利用者様の見守りの
体制があるために頻度としては低めである。受診
時に元の住まいの近くを選んで通ることなどはあ
る。

○

60

現在ご自分で金銭管理している方はおらず、お小
遣いとしてGHが預かっていることを理解している
方もいない。欲しいものがあるときに申し出てく
ださる方や、ご家族から届けてもらう方がほとん
どだが、不便に思っているという部分があまり見
られないので様子を見ているところ。

10 社会福祉法人　秋田県社会福祉協議会
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自己評価

○注意の必要な物品の保管・管理

　注意の必要な物品を一律になくすので
はなく、一人ひとりの状態に応じて、危
険を防ぐ取り組みをしている

○事故防止のための取り組み

　転倒、窒息、誤薬、行方不明、火災等
を防ぐための知識を学び、一人ひとりの
状態に応じた事故防止に取り組んでいる

○急変や事故発生時の備え

　利用者の急変や事故発生時に備え、全
ての職員が応急手当や初期対応の実践訓
練を定期的に行っている

○災害対策

　火災や地震、水害等の災害時に、昼夜
を問わず利用者が避難できる方法を身に
つけ、日ごろより地域の人々の協力を得
られるよう働きかけている

○リスク対応に関する家族等との話し合
い

　一人ひとりに起こり得るリスクについ
て家族等に説明し、抑圧感のない暮らし
を大切にした対応策を話し合っている

（５）その人らしい暮らしを続けるための健康面の支援

○体調変化の早期発見と対応

　一人ひとりの体調の変化や異変の発見
に努め、気付いた際には速やかに情報を
共有し、対応に結び付けている

○服薬支援

　職員は、一人ひとりが使用している薬
の目的や副作用、用法や用量について理
解に努めており、医療関係者の活用や服
薬の支援と症状の変化の確認に努めてい
る

○便秘の予防と対応

　職員は、便秘の原因や及ぼす影響を理
解し、予防と対応のための飲食物の工夫
や身体を動かす働きかけ等に取り組んで
いる

職員の便秘に対する理解を深めたい。利用者様の
心配事として、便秘に対する訴えはある。求めて
いることは薬剤の調整であることが多い。安心に
繋がるための処方であったり、反対に薬剤を使わ
ないことでうまくコントロールがついている場合
もあったりするため、医師との相談を第一に考え
ている。献立についても勉強したい。

内服薬の見落としをしてしまうミスが現在も続い
ている。職員の意識の問題だけでなく、チェック
機能がしっかりと働くための取り組みをしたい。
ミスが起きたときは報告書で職員が共有できるよ
うにしている。

痛みがある時は必ず目で確認する、悪化する前に
対応するための方法を考えたい。

全ての利用者様のご家族にも定期的な近況報告が
出来るように努めたい。ご家族と交わした会話の
内容を全職員が共有できるように記録を徹底して
いきたい。

ご近所の方から防災訓練へのご協力を頂くことが
少しずつではあるが出来るようになってきた。実
際にどのように災害時にご協力いただけるか話し
合っていきたい。

　防災計画に基づき地震災害時訓練や火災訓練を
年３回実施し、防火・消火設備の自主点検もして
いる。
　また、前回評価結果を受けて運営推進会議で検
討し、今後の訓練に対する近隣住民の参加と協力
を得ている。

○

　今後の災害訓練に地域住民の参加が得られるた
め、緊急災害時の連絡網やマニュアルの整備とと
もに、地域住民の具体的な役割を明確にし、実効
性のある協力体制の構築に努めてほしい。

応急処置や初期対応を身につけることが必要だ
が、実際に場面に遭遇する以上の方法が見つける
ことが出来ないでいる。看護師への速やかな連
絡、協力病院への連絡で指示をあおぐことで対応
している。

ご家族のご理解やご協力のお願いが出来るように
なってきている。より話し合い、職員もより考え
ることで現在の状況にあった対応策が出せるよう
にしたい。話し合いの記録と周知を徹底していき
たい。

75

排泄チェック表を活用し、個々の状態を把握する
ように努めている。牛乳の提供やこまめな水分提
供をしているが、繊維質を取り入れた献立が少な
いときがある。医師との相談により処方される薬
剤が対応の中心となっている。運動を少しずつ生
活の中に取り入れている。

○

74

処方された薬は毎回内容をカルテに綴じることで
職員が見やすいようにしている。スタッフ全員が
各利用者の処方薬について効果等のレポートを作
成するなど理解に努めた。（管理者紛失してしま
う）わからない事がある時は薬局の薬剤師に相談
して指示を仰げるように関係を作っている。

○

73

日々のバイタルチェックや表情、訴え、入浴時の
皮膚状態の確認、本人の動き・発言、食事量の変
化などから把握を試みているが十分とは言えな
い。職員の気づいたことを看護師や医師へと繋げ
ていくための対応を管理者がうまく出来ていない
ことがある。

○

72

利用者様の状態変化に応じて対応についてご家族
へ説明と協力をお願いし、ご理解いただけるよう
に努めている。ご家族との話し合いを重ねていく
ことでご本人とって良い方向に進むように方策を
話し合っている。

○

27 71

年間防災訓練計画を立て、定期的な訓練を実施し
ている。利用者様のADLの低下に伴って、実際の避
難誘導と訓練の避難誘導では実情が異なることが
消防署立会いの上で想定されている。

○

70

年一回の救急救命講習を全職員が受講している。
急変マニュアルがあるものの、職員が常にマニュ
アル通りの対応が出来るレベルには至っていな
い。救急車の手配や搬送のための対応を経験して
いる職員が経験の無い職員に伝えることが上手く
出来ていない。

○

69

各種対応マニュアルはあるが確実に実行できてい
るとはいえない。利用者様のADLの低下に伴い、事
故の頻度や危険性が高くなっている。報告書をも
とにご家族、職員と対応策を話し合っているが未
然に防ぐには至っていない。

○

68

刃物（はさみ、鉛筆削り用ナイフなど）使用方法
がしっかりされている方が居室で管理されてい
る。（2名の方）職員が業務上使用する物品に関し
ては、事務室や高めの棚に保管して安全管理に努
めている。朝・夕には物品チェックを行ってい
る。

11 社会福祉法人　秋田県社会福祉協議会
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自己評価

○口腔内の清潔保持

　口の中の汚れや臭いが生じないよう、
毎食後、一人ひとりの口腔状態や力に応
じた支援をしている

○栄養摂取や水分確保の支援

　食べる量や栄養バランス、水分量が一
日を通じて確保できるよう状況を把握
し、一人ひとりの状態や力、習慣に応じ
た支援をしている

○感染症予防

　感染症に対する予防や対応の取り決め
があり、実行している（インフルエン
ザ、疥癬、肝炎、ＭＲＳＡ、ノロウイル
ス等）

○食材の管理

　食中毒の予防のために、生活の場とし
ての台所、調理用具等の衛生管理を行
い、新鮮で安全な食材の使用と管理に努
めている

２．その人らしい暮らしを支える生活環境づくり

（１）居心地のよい環境づくり

○安心して出入りできる玄関まわりの工
夫

　利用者や家族、近隣の人等にとって親
しみやすく、安心して出入りができるよ
うに、玄関や建物周囲の工夫をしている

○居心地のよい共用空間づくり

　共用の空間（玄関、廊下、居間、台
所、食堂、浴室、トイレ等）は、利用者
にとって不快な音や臭いや光がないよう
に配慮し、生活感や季節感を採り入れ
て、居心地よく過ごせるような工夫をし
ている

○共用空間における一人ひとりの居場所
づくり

　共用空間の中には、独りになれたり、
気の合った利用者同士で思い思いに過ご
せるような居場所の工夫をしている

ホールで過ごすことを選択する利用者様が多いた
め、職員の仲介が不可欠となる。状況に応じた会
話や作業の切り替えや、気分転換の場所移動など
建物の不利をフォローする工夫に取り組みたい。

小さなごみや水滴、汚れなど、利用者様にとって
生活の邪魔になっていく恐れのあるものを事前に
取り除く意識を持てるように努めたい。

　ホールにソファーを配置し、廊下には季節感の
ある装飾があり、危険箇所を把握して利用者の安
全で快適な空間づくりに努めている。

○

　前回評価でも課題としていたトイレの換気につ
いて、こまめな換気などで対処しているが、根本
的な改善にはなっていないため、法人代表を交え
て今後の対策方法を検討してほしい。

草木の手入れやプランター作りを利用者様と共に
行っていきたい。入り口から玄関を常にきれいに
することで建物の構造上の不利をフォローしてい
けるように工夫したい。近隣の方へのあいさつも
こちらから行うように心がけていく。

マニュアルの見直しや、マニュアル通り行えてい
るか定期的に話し合うことが出来るように努めた
い。

定期的なマニュアルの確認、対応のシュミレー
ションを行う必要がある。備品等の設置場所につ
いても常に確認していく。

水分を摂ることを避けたがる利用者様が脱水症状
を起こすことが無いように勧めかたや水分の多い
食べ物を提供するなどの工夫をしているが職員間
での意識をより高めるようにしていきたい。

　献立表を作成せず、実際に食べたメニューを記
録しており、食事や水分摂取量もチェックして利
用者一人ひとりの栄養状態を把握している。

○

　前回評価でも課題としていたが、系列事業所に
栄養士資格のある職員がいるため、カロリー計算
など定期的にチェックしてもらい、栄養バランス
が偏らないよう根拠を明確にしてほしい。

口腔ケアの正しいやり方や義歯の扱いについて職
員が知識を身につけることができるように努めた
い。

82

ホールをしきることで視覚的に二つの場所を作っ
ている。現状としてはADLによって居場所が別れて
いる状況。ゆっくりは出来るのだが、場面転換が
しづらく、異なるグループでの話す内容が筒抜け
の為、非難されてしまうことでの口論が起きやす
くなっている。

○

29 81

民家改造型の建物である為、共用空間は家庭的な
雰囲気が出ている。ホールの空間を区切り、利用
者様が個々にくつろげる様に工夫している。季節
感を装飾で演出したり、日めくりカレンダーで日
付の確認が出来るように努めている。トイレに関
しては、一般家庭よりも狭く換気扇も無い為、臭
気がこもりやすい。こまめな換気と汚物を一つ一
つ新聞紙やナイロン袋で包むなどの工夫を行って
いる。

○

80

道路に面した駐車スペースとコの字型の奥まった
場所にある玄関である為、近隣の方が出入りしや
すいとは言い難い。プランターの手入れや草むし
りも行き届いていないため良い状況とはいえな
い。

○

79

食材管理をはじめとした台所の衛生マニュアルに
沿って実施している。肉・魚の購入時には保冷袋
に収納するなど、食材購入の際も気をつけてい
る。

○

78

感染予防委員会があり、時期によりうがい・手洗
いを職員へ周知して強化・徹底を行っている。ご
家族や来訪者にもご協力いただくように努めてい
る。エプロンテクニックの講習を委員が主導して
各職員に行っている。知識として各職員がより理
解する必要はある。

○

28 77

栄養チェック表を活用し利用者様の摂取状態を把
握している。好みや食べられないもの、おかゆ、
刻み、減量等提供の仕方をかえている。食器も見
栄えの悪くないようなもので軽いものを選ぶ工夫
をしている。

○

76

朝・晩の整容時は見守りや介助で全員行ってい
る。義歯を磨いて残歯を磨く、うがいをするとい
う内容。夜間は洗浄剤を職員が使用している。毎
食後についてもチェック表を活用しての介助、声
かけで行っている。個人の習慣として朝・夕のみ
行う利用者様もいる。

○
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○居心地よく過ごせる居室の配慮

　居室あるいは泊まりの部屋は、本人や
家族と相談しながら、使い慣れたものや
好みのものを活かして、本人が居心地よ
く過ごせるような工夫をしている

○換気・空調の配慮

　気になるにおいや空気のよどみがない
よう換気に努め、温度調節は、外気温と
大きな差がないよう配慮し、利用者の状
況に応じてこまめに行っている

（２）本人の力の発揮と安全を支える環境づくり

○身体機能を活かした安全な環境づくり

　建物内部は一人ひとりの身体機能を活
かして、安全かつできるだけ自立した生
活が送れるように工夫している

○わかる力を活かした環境づくり

　一人ひとりのわかる力を活かして、混
乱や失敗を防ぎ、自立して暮らせるよう
に工夫している

○建物の外周りや空間の活用

　建物の外周りやべランダを利用者が楽
しんだり、活動できるように活かしてい
る

※ は、重点項目。

花の手入れや草むしり、落ち葉拾いなどを好まれ
る方がいるのに利用者様全体の見守りのために外
での活動を勧める事が出来なかった。日中の活動
を見直して外での役割を確立できるように努めた
い。

利用者様の出来ることを把握することから始めた
い。具体的なアセスメントを行う観点を職員全体
で身に付けることができるように勉強していきた
い。場面をカメラを使って映像にして残すことで
各職員のイメージの共有を図りたい。

安全面に関しては、個人のADLの把握した上で個々
に考えていく。日常で予防できる床のごみや水
滴、動線上の障害物を取り除くことが出来るよう
に職員間で意識付けていきたい。夜間は足元灯を
使用している利用者様もいる。

温度・湿度のチェックは行っているが、チェック
後の加湿を行った結果などを記録に残すことが出
来るよう取り組む必要がある。回数も朝・夕の間
に必要となってくる。行っていても記録に残って
いないことが現在の問題点となる。

ご自分の居室として職員からの干渉を避けたい利
用者様もいる。ご本人の意思を尊重しながらも、
最低限の安全や衛生を保つことが出来るように、
利用者様との関係作りをして少しづつ仲介できる
ようになることが必要なこともあるため取り組み
たい。ポータブルトイレを使用している利用者様
にも風景を壊さない工夫を進めていく。

　居室には利用者の好みや状態に合わせてベット
や布団とし、お茶道具を用意したり、仏壇代わり
に写真を飾る方など個性のある居心地の良い生活
空間づくりを支援している。

87

プランターを植えることは一部の利用者様と行う
ことは出来たが、その後の手入れにはほとんど参
加していただくことができなかった。日課に出来
る取り組みでもあるだけに残念だった。

○

86

能力の把握が不十分である。出来ることの可能性
を活かしきれていない現状にある。家事や趣味活
動など参加できることを勧める事が出来ていな
い。日めくりのカレンダーを使用した日時の確認
などの工夫は行っている。

○

85

民家改造型であるため、トイレや廊下の幅が狭い
ことや洗面所と浴室の使いにくさ等の不便が生じ
ている。居室が広く、手すりが少ない作りである
為、転倒につながりやすいが利用者様の自立に繋
がっている一面もある。

○

84
館内は24時間換気システムが作動している。起床
時や掃除の際に窓明け換気を行っている。衣類調
整や窓の開閉、冷暖房での温度調節をしている。

○

30 83

衣類や小物等ご本人が使い慣れたものを持参して
頂いている。本人の思い入れのあるものとして設
置されているものもあれば、ご家族の都合で購入
されたものもある。実際は居室で終日過ごす方は
少なく、寝るための場所となっていることが多
い。

○
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えがお大曲

Ⅴ．サービスの成果に関する項目
①ほぼ全ての利用者の
②利用者の２/３くらいの

○ ③利用者の１/３くらいの
④ほとんど掴んでいない
①毎日ある
②数日に１回程度ある

○ ③たまにある
④ほとんどない
①ほぼ全ての利用者が
②利用者の２/３くらいが

○ ③利用者の１/３くらいが
④ほとんどいない
①ほぼ全ての利用者が

○ ②利用者の２/３くらいが
③利用者の１/３くらいが
④ほとんどいない
①ほぼ全ての利用者が
②利用者の２/３くらいが
③利用者の１/３くらいが

○ ④ほとんどいない
①ほぼ全ての利用者が
②利用者の２/３くらいが

○ ③利用者の１/３くらいが
④ほとんどいない
①ほぼ全ての利用者が
②利用者の２/３くらいが

○ ③利用者の１/３くらいが
④ほとんどいない
①ほぼ全ての家族と
②家族の２/３くらいと

○ ③家族の１/３くらいと
④ほとんどできていない
①ほぼ毎日のように
②数日に1回程度

○ ③たまに
④ほとんどない
①大いに増えている

○ ②少しずつ増えている
③あまり増えていない
④全くいない
①ほぼ全ての職員が
②職員の２/３くらいが

○ ③職員の１/３くらいが
④ほとんどいない
①ほぼ全ての利用者が
②利用者の２/３くらいが

○ ③利用者の１/３くらいが
④ほとんどいない
①ほぼ全ての家族等が
②家族等の２/３くらいが

○ ③家族等の１/３くらいが
④ほとんどできていない

【特に力を入れている点・アピールしたい点】
(この欄は、日々の実践の中で、事業所として力を入れて取り組んでいる点やアピールしたい点を記入してください。）

　平成２１年に入ってようやく職員が定着したまま半年を越えることが出来た。
　利用者様との関係もようやく出来始めている。
　特別にアピールできることはまだ無いが、職員が利用者様を自らの家族と同じように心の動きや体調の変化を感じ取ること、えがお大曲を職場としてだけではなく、自ら
が暮らす空間として大切にすること。
　利用者様がえがお大曲で暮らすことを恥ずかしく思うことの無いように、さらにはえがお大曲を自分の暮らす場所として大切に思っていただけることを目指したい。これ
から良くなる事業所だと思っている。

自己評価
項　　目

100
職員から見て、利用者の家族等はサービ
スにおおむね満足していると思う

99
職員から見て、利用者はサービスにおお
むね満足していると思う

98 職員は、活き活きと働けている

97

運営推進会議を通して、地域住民や地元
の関係者とのつながりが拡がったり深ま
り、事業所の理解者や応援者が増えてい
る

96
通いの場やグループホームに馴染みの人
や地域の人々が訪ねて来ている

95
職員は、家族が困っていること、不安な
こと、求めていることをよく聴いてお
り、信頼関係ができている

94
利用者は、その時々の状況や要望に応じ
た柔軟な支援により、安心して暮らせて
いる

93
利用者は、健康管理や医療面、安全面で
不安なく過ごせている

92
利用者は、戸外の行きたいところへ出か
けている

91
利用者は、職員が支援することで生き生
きした表情や姿がみられている

90
利用者は、一人ひとりのペースで暮らし
ている

89
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ご
す場面がある

取　り　組　み　の　成　果
（該当する箇所を○印で囲むこと）

88
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方
の意向を掴んでいる

14 社会福祉法人　秋田県社会福祉協議会


